
　

立
川
市
に
と
っ
て
最
初
の
高
齢
者
専
用
の
集

合
住
宅
と
し
て
、
市
か
ら
の
委
託
を
受
け
「
立

川
市
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
し
せ
い
」
が
開
設
し
た
の

が
平
成
2
年
10
月
。
20
年
が
経
ち
、
こ
の
3

月
末
で
立
川
市
の
委
託
事
業
を
終
了
い
た
し
ま

す
。
今
後
は
、
至
誠
ホ
ー
ム
の
自
主
事
業
と
し

て
、
改
め
て
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。

　

居
室
の
特
徴
は

　

建
物
の
名

称
は
、
南
側

が
根
川
の
桜

の
堤
に
面
し

て
い
る
こ
と

か
ら
「
せ
せ

ら
ぎ
」
と
名

付
け
ら
れ
ま

し
た
。
３
階

建
て
の
集
合

住
宅
で
、
15

世
帯
用
。
全

室
共
通
で
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
35
㎡
）。
全
室
南
向
き
。

居
室
に
は
風
呂
、
ト
イ
レ
、
洗
面
所
、
キ
ッ
チ

ン
セ
ッ
ト
（
コ
ン
ロ
は
電
磁
式
）、
ま
た
高
齢

者
集
合
住
宅
の
特
徴
と
し
て
、
管
理
人
室
へ
通

じ
る
緊
急
ベ
ル
が
３
か
所
（
居
室
、
風
呂
、
ト

イ
レ
）、
イ
ン
タ
ー
ホ
ー
ン
、
火
災
報
知
機
等

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
一
定
時
間
、
居

室
内
で
動
か
な
い
と
感
知
す
る
生
活
リ
ズ
ム
セ

ン
サ
ー
が
管
理
室
お
よ
び
隣
り
の
建
物
（
至
誠

ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
）
へ
通
じ
て
い

ま
す
。

　
「
せ
せ
ら
ぎ
」
は

　

高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅「
せ
せ
ら
ぎ
」は〝
適

合
型
〟
で
す
。
高
齢
者
の
た
め
の
「
高
齢
者
円

滑
入
居
賃
貸
住
宅
」
の
う
ち
、
も
っ
ぱ
ら
高
齢

者
を
賃
貸
人
と
す
る
賃
貸
住
宅
を
「
高
齢
者
専

用
賃
貸
住
宅
」
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
、

国
の
告
示
内
容
を
満
た
す
も
の
を
「
適
合
高
齢

者
専
用
賃
貸
住
宅
」
と
い
い
ま
す
。
至
誠
ホ
ー

ム
の
も
と
で
、
夜
間
お
よ
び
昼
間
の
緊
急
時
の

対
応
は
も
ち
ろ
ん
、
至
誠
ホ
ー
ム
が
行
っ
て
い
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る
介
護
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で
き
、
お
隣
り
の
ケ

ア
ハ
ウ
ス
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
利
用
で
き
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
至
誠
ホ
ー
ム
の
多
様
な
ク
ラ

ブ
活
動
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の
文
化
活
動
、
行
事
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

入
居
者
の
基
本
的
な
条
件

　

原
則
と
し
て
、
心
身
と
も
に
自
立
し
た
生
活

が
今
は
で
き
て
い
る
が
、
高
齢
の
た
め
将
来
の

生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
で
、
60
歳
以
上

（
ご
夫
婦
の
場
合
は
い
ず
れ
か
一
方
が
60
歳
以

上
）
の
方
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　
「
孤
族
」
と
い
う
新
語
が
誕
生
す
る
ほ
ど
に

家
族
の
状
況
が
変
容
し
、
ま
た
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
ま
す
ま
す
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。「
せ
せ
ら
ぎ
」
の
働
き
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
〈
費
用
〉　　

家　

賃

：

６
０
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

共
益
費

：　

５
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

入
居
時

：

敷
金
と
し
て

　
　
　
　
　

１
２
０
、０
０
０
円
（
２
カ
月
分
）	

	　

*
詳
細
は
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ

　
　
　
（
☎
０
４
２
‐
５
２
７
‐
０
０
３
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　

に
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　

至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
園
長　

大
村
洋
永

「
立
川
市
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
し
せ
い
」
が

高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
「
せ
せ
ら
ぎ
」
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
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「
至
誠
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち
」
は
平

成
18
年
４
月
１
日
、
国
分
寺
市
東
元
町
に
オ

ー
プ
ン
し
た
市
の
高
齢
者
複
合
施
設
「
さ
わ

や
か
プ
ラ
ザ
も
と
ま
ち
」
の
中
に
誕
生
し
、

こ
の
春
で
丸
５
年
を
迎
え
ま
す
。

　
「
健
康
・
文
化
・
仲
間
づ
く
り
」・「
質
の

高
い
介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
」・「
地
域
住

民
の
方
々
と
の
協
働
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲

げ
、
現
在
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
国
分

寺
市
委
託
事
業
）、介
護
相
談
セ
ン
タ
ー
（
ケ

ア
プ
ラ
ン
作
成
）、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
特
定

高
齢
者
に
認
定
さ
れ
た
方
々
へ
の
介
護
予
防

事
業
（
国
分
寺
市
委
託
事
業
）
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
も
と
ま
ち
最
大
の
特
徴
は
、
国
分
寺
市
さ
ん
、
建
物

の
運
営
管
理
を
担
い
地
域
の
こ
と
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
あ
お
ぞ
ら
さ
ん
、
そ
し
て
至
誠
ホ
ー
ム
の
三
者
が

協
働
で
地
域
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
の
生
活
を
支
援
し
て
い

る
点
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
お
ぞ
ら
さ
ん
が
「
大
浴
場
」
や
「
喫
茶
コ

ー
ナ
ー
」、
多
種
多
様
な
「
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
通
じ
て

生
き
が
い
作
り
を
支
援
し
、
体
の
衰
え
が
心
配
な
方
に
は
市

主
催
の
「
運
動
・
口
腔
ケ
ア
・
栄
養
改
善
」
と
い
っ
た
介
護

予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
、
介
護
が
必
要
な
方
や
そ

の
ご
家
族
に
は
、
至
誠
ホ
ー
ム
が
「
よ
ろ
ず
相
談
窓
口
」、

「
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
」、「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
で
地
域
で
の

安
心
・
安
全
な
生
活
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、「
至
誠
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
も
と

ま
ち
」
は
、
相
談
件
数
や
利
用
者
数
な
ど
順
調
に
増
え
続

け
て
お
り
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
の
重
要
な
資
源
と
し

て
市
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

お
か
げ
様
で
開
設
か
ら
間
も
な
く
丸
５
年
が
経
過
し
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
山
積
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
先
も
、

国
分
寺
市
さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
お
ぞ
ら
さ
ん
と

の
協
働
関
係
の
も
と
に
、「
至
誠
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
も
と
ま
ち
」
は
、
こ
こ
国
分
寺
の
地
で

ス
タ
ッ
フ
一
同
「
感
謝
」
の
気
持
ち
と
「
ま

こ
と
の
心
」
を
も
っ
て
走
り
続
け
た
い
と
思

っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
と

も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く

お
願
い
申

し
上
げ
ま

す
。

開
設
か
ら
間
も
な
く
丸
５
年
。

地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、「
も
と
ま
ち
」
は

　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
か
ら
も
走
り
続
け
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
誠
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
長　

諏　
訪　
　
逸

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

さわやかプラザもとまち全景

地域包括・ケアプランセンターの職員

NPO法人あおぞらの皆さん

デイサービスのスタッフ

国分寺市高齢者相談室長（中央）と係長のお二人
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至
誠
ホ
ー
ム
ミ
ン
ナ
で
は
、
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日
に
「
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
＆
コ
ン
サ

ー
ト
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
飲
み
物
の
サ
ー
ビ
ス
は
１
階
の
キ
ッ
チ
ン
の
あ
る
ラ
ウ
ン
ジ

で
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
中
庭
に
面
し
た
明
る
い
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

　
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
り
ペ
ー
パ
ー
ド
リ
ッ
プ
で
の
風
味
あ
る
美
味
し
い

コ
ー
ヒ
ー
の
ほ
か
オ
レ
ン
ジ
や
り
ん
ご
の
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
ご
利
用
者
の
好
み
に
合
わ
せ
て
お

出
し
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、国
立
音
学
大
学
の
学
生
さ
ん
と
卒
業
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

感
動
と
や
す
ら
ぎ
の
ひ
と
と
き
を
ご
利
用
者
と
ご
家
族
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
※
コ
ン
サ
ー

ト
の
開
催
は
、
ミ
ン
ナ
の
協
力
歯
科
で
あ
る
幸
歯
科
の
宮
下
先
生
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

柏
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
２

月
に
恒
例
の
作
品
展
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
日
頃
個
別
活
動
の
一
環
と

し
て
、
習
字
・
絵
画
・
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
（
リ

サ
イ
ク
ル
の
紙
を
テ
ー
プ
状
に
し
た
物
を
用

い
籐
編
み
の
要
領
で
籠
・
バ
ッ
ク
を
作
る
）・

刺
し
子
・
陶
芸
等
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら

の
作
品
は
普
段
ご
自
身
で
楽
し
ん
だ
り
、
あ

る
い
は
ご
家
族
・
知
人
に
差
し
上
げ
た
り
、

ま
た
ホ
ー
ム
の
バ
ザ
ー
に
手
作
り
作
品
と
し

て
出
品
を
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
セ
ン

タ
ー
内
で
お
互
い
に
作
品
を
披
露
す
る
機
会

が
な
い
た
め
そ
の
機
会
と
し
て
開
催
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ご
家
族
に
も
見
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
今
回
は
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で
「
う
さ

ぎ
の
小
物
入
」
を
作
ら
れ
た
方
が
多
く
、
製

作
者
に
非
常
に
よ
く
似
た
う
さ
ぎ
に
出
来
上

が
り
、
皆
さ
ん
口
々
に
ご
自
分
の
が
一
番
可

愛
い
と
い
っ
て
い
る
姿
が
微
笑
ま
し
く
感
じ

ま
し
た
。

コーヒータイムで寛ぐ皆さん

コンサートでやすらぐ皆さん

コ
ー
ヒ
ー
の
香
と
音
楽
で

　
　
　

感
動
と
や
す
ら
ぎ
の
ひ
と
と
き

〝
春
〟 

を
呼
ぶ 

作
品
展

ミ
ン
ナ　

セ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

益
子　

総
一
郎

柏
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長　

松
田　

光
子



キ
ー
ト
ス
、
ミ
ン
ナ
、
新
春
ク
ラ

ブ
発
表
会
、
錦
町
文
化
祭
等
で
発

表
会
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

わ
ず
か
２
年
半
の
間
に
た
く

さ
ん
舞
台
を
踏
み
、
歌
に
も
さ
ら

に
磨
き
が
か
か
り
、
素
敵
な
衣
装

を
ま
と
い
、
歌
う
姿
は
ま
る
で
天

使
（
⁉
）
の
よ
う
で
す
。
こ
の

た
び
、
素
敵
な
ご
縁
が
あ
っ
て
、

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
チ
ケ
ッ
ト
も
好
調

な
売
れ
行
き
で
、
残
り
あ
と
僅
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

●
ス
オ
ミ　

シ
ャ
ン
ソ
ン
ク
ラ
ブ　

り
ら　

　

コ
ン
サ
ー
ト

　　

ス
オ
ミ
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス　

井
上
富
士
子

　

ス
オ
ミ
・
シ
ャ
ン
ソ
ン
ク
ラ
ブ　

り
ら
は
、

平
成
20
年
６
月
に
発
足
し
た
同
好
会
で
す
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
が
好
き
で
、
歌
う
事
が
好
き
な

ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
方
々
が
自
分
達
で
立
ち
上
げ

た
サ
ー
ク
ル
で
す
。
居
住
者
の
み
な
ら
ず
、

和
光
ホ
ー
ム
の
方
、地
域
の
方
も
参
加
さ
れ
、

今
で
は
18
名
の
大
き
な
サ
ー
ク
ル
に
な
り
ま

し
た
。
平
均
年
齢
は
ま
さ
に
78
歳
で
す
！

　

今
ま
で
に
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
は
も
ち
ろ
ん
ス

オ
ミ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
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安
全
衛
生
委
員
会
・
担
当
園
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

春

山

順

子

　

安
全
衛
生
委
員
会
の
目
的
は
、
至
誠
ホ
ー

ム
で
働
く
職
員
が
継
続
的
・
自
主
的
な
安
全

衛
生
活
動
を
推
進
す
る
事
に
よ
り
、
労
働
災

害
の
防
止
を
図
る
と
共
に
、
職
員
の
健
康
保

持
・
増
進
及
び
安
全
で
快
適
な
職
場
環
境
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
腰
痛
予
防
」
と
「
健
康
づ
く

り
」
に
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
取
組
ん
で
お
り
ま

す
。

　

腰
痛
予
防
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
全

職
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
、
今
年
度
６
回
の
研
修
会
・
体
操
指
導

の
実
施
と
腰
痛
ベ
ル
ト
の
貸
与
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
健
康
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、

近
年
の
健
康
診
断
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
若

い
人
も
含
め
生
活
習
慣
病
の
傾
向
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
産
業
医
で
あ
る
新
野
医
師
か
ら

健
康
診
断
結
果
の
説
明
会
を
実
施
。
そ
の
上

で
錦
地
区
（
錦
ブ
ロ
ッ
ク
・
ス
オ
ミ
ブ
ロ
ッ

ク
）
の
職
員
の
皆
さ
ん
の
食
事
に
つ
い
て
の

考
え
方
や
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を

安
全
衛
生
委
員
会
で
話
し
合
い
、
食
事
の
大

切
さ
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で

今
年
度
は
食
事
・
栄
養
に
つ
い
て
の
勉
強
会

を
栄
養
士
の
指
導
で
行
い
ま
し
た
。
又
来
年

度
に
向
け
、
豊
か
な
食
事
と
健
康
保
持
の
実

現
に
向
け
た
取
組
み
を
継
続
す
る
事
と
致
し

ま
し
た
。

　

至
誠
ホ
ー
ム
・
安
全
衛
生
委
員
会
は
、
職

場
の
労
働
災
害
防
止
と
健
康
の
保
持
・
増
進

の
達
成
を
目
標
に
、
各
職
場
を
代
表
と
す
る

委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
共
に
課
題
に
取
組
ん
で

お
り
ま
す
。

「スオミ　シャンソンクラブ　りら」

日
時　

平
成
23
年
３
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
開
場　

14
時
開
演

場
所　

立
川
バ
プ
テ
ス
ト
教
会

主
催　

至
誠
ホ
ー
ム
・
ス
オ
ミ

　
　
　

シ
ャ
ン
ソ
ン
ク
ラ
ブ　

り
ら

後
援　

高
齢
者
総
合
福
祉
施
設

　
　
　
　

至
誠
ホ
ー
ム

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

り
ら　

事
務
局

　
　
（
ＴＥＬ
・
ＦＡＸ
０
４
２
‐
５
２
９
‐
３
５
７
６
）

至
誠
ホ
ー
ム

安
全
衛
生
委
員
会
よ
り

危険箇所チェック中



　

挨
拶
が
で
き
な
い
、
勤
務
中
の
私
用
で
の

携
帯
電
話
の
利
用
、
ピ
ア
ス
の
着
用
、
マ
イ

カ
ー
通
勤
の
人
が
い
る
、
と
の
ご
指
摘
で
し

た
。

【
回
答
】
朝
の
挨
拶
、
感
謝
の
気
持
ち
を
表

わ
す
こ
と
は
、
働
く
も
の
の
基
本
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
至
誠
ホ
ー
ム
で
は
、
素
直
な

気
持
ち
で
人
と
接
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
、
日
々
確
認
し
、
一
人
ひ

と
り
に
伝
え
て
い
く
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

【
回
答
者
】　　

   

統
括
事
務
局
長　

金
井
裕
一

　

な
お
、
ピ
ア
ス
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
と

関
わ
る
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
他

者
と
自
分
の
安
全
に
十
分
注
意
を
払
う
こ
と

と
、
品
格
あ
る
身
だ
し
な
み
を
大
切
に
す
る

よ
う
に
伝
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
に
つ
い
て
は
、
敷

地
内
に
職
員
用
の
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
基

本
的
に
は
禁
止
し
て
お
り
ま
す
が
、
事
情
に

よ
り
許
可
を
出
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ル
ー

ル
に
縛
ら
れ
ず
、
状
況
に
応
じ
た
判
断
が
必

要
に
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

○
い
つ
も
き
て
る
（
お
礼
）

　
（
Ｌ
22―

07　

錦
地
区
本
館
一
階
）

　

用
紙
に
、
大
き
な
丸
と
と
も
に
、〝
い
つ

も
き
て
る
〟
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
い

た
し
ま
し
た
。
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後
援
会
コ
ー
ナ
ー

後
援
会
費
納
入
者
ご
芳
名

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
　

平
成
22
年
12
月
１
日
〜
平
成
23
年
１
月
31
日　

佐
藤
晏
子　
　

古
屋
政
子　
　
　

松
岡
貞
子

大
神
田
貴
美
子　

竹
ヶ
原
郁
子　

山
岸
勝
喜

渡
辺
秀
子　
　

岩
崎
不
動
産
㈱　

杉
山
俊
子

工
藤
剛　
　
　

藤
野
タ
カ　
　
　

黄
芳
枝

新
林
春
子　
　

梅
田
尚
裕　
　
　

武
富
智

林
整
形
外
科
林
靖
邦　
　
　
　
　

小
野
二
男

石
井
芳
夫　
　

三
宅
孝
二　
　
　

板
谷
初
子

宮
川
晴
妃　
　

坂
本
博
子　
　
　

広
木
か
ほ
る

新
井
セ
ツ
子　

田
代
千
鶴
子　
　

大
塚
も
り
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
26
名

平
成
23
年
１
月
ま
で

に
お
手
紙
コ
ー
ナ
ー

に
い
た
だ
い
た
ご
意

見
・
ご
要
望
等

【
回
答
】
利
用
な
さ
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
か
ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
、
良

い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
よ
う
に

解
釈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
様
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
、
一
生
懸
命

に
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
職
員
に
と
っ
て

も
、
ま
た
、
私
た
ち
管
理
者
に
と
っ
て
も
、

直
接
こ
の
よ
う
な
ご
意
見
を
頂
戴
す
る
こ
と

は
、
達
成
感
や
や
り
が
い
に
直
結
す
る
も
の

で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
長
く
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
回
答
者
】　

至
誠
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
園
長　

吉
上
恵
子

　

至
誠
ホ
ー
ム
で
は
、
皆
様
か
ら
の
ご
意
見

等
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
各
施
設
に
設

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
お
手
紙
ポ
ス
ト
や
、

苦
情
受
付
専
用
電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

至
誠
ホ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

ご
意
見
・
ご
要
望
・
苦
情
の
窓
口

〒
１
９
０

−

０
０
２
２　

立
川
市
錦
町
６

−

28

−

15

至
誠
ホ
ー
ム
「
利
用
者
相
談
委
員
会
」

専
用
電
話 

０
４
２（
５
２
７
）０
３
７
４

Ｆ  

Ａ  

Ｘ 

０
４
２（
５
２
７
）２
６
４
６

後
援
会
加
入
の
お
願
い

　

一
人
ひ
と
り
誰
で
も
が
安
心
し
た
高
齢
期
の

生
活
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
皆
様
方
の
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
左
記
事
務
局
へ

至
誠
ホ
ー
ム
事
務
局

　
　

立
川
市
錦
町
６
─
28
─
15

　
　

電  

話  

０
４
２
─
５
２
７
─
０
０
３
１

至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム
事
務
局

　
　

立
川
市
幸
町
４
─
14
─
１

　
　

電  

話  

０
４
２
─
５
３
８
─
２
３
２
３

至
誠
ホ
ー
ム
ミ
ン
ナ
事
務
局

　
　

国
分
寺
市
並
木
町
３
─
12
─
２

　
　

電  

話  

０
４
２
─
３
０
０
─
３
７
０
０

　

会　

費　
　

２
０
０
０
円
以
上

　

会　

長　
　

梅　

田　

尚　

裕

　

平
成
22
年
10
月
か
ら
平
成
23
年
１
月
ま
で　

　

に
い
た
だ
い
た
お
手
紙
を
ご
紹
介
い
た
し　

　

ま
す
。
苦
情
１
件
、
要
望
２
件
、
お
礼
１　

　

件
で
し
た
。

　

デ
イ
ホ
ー
ム
の
ト
イ
レ
の
ド
ア
を
直
し

　

て
欲
し
い
（
要
望
）

（
Ｌ
22―

05　

ス
オ
ミ
デ
イ
）

　

至
誠
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

た
、
利
用
者
の
方
か
ら
の
お
手
紙
で
す
。

【
回
答
】
危
険
な
思
い
を
お
か
け
し
ま
し
て

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
、
す
ぐ
に
業

者
と
連
絡
を
取
り
、
修
理
の
手
配
を
整
え
ま

し
た
。
今
後
と
も
、
皆
様
に
と
っ
て
過
ご
し

や
す
く
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
回
答
者
】　　

至
誠
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長　

河
合
晴
夫

　

職
員
の
モ
ラ
ル
の
低
下
が
目
立
つ（
苦
情
）

　
（
Ｌ
22―

06　

錦
地
区
本
館
一
階
）
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ホ
ー
ム
日
誌

感
謝
録

ふれあい夕ごはん事業
ホームケア食事サービス
自立者短期入所事業（軽費）
短期入所生活介護（至誠特養）
通所介護（至誠アクティブセンター）
保養ステイ事業（軽費）
生甲斐活動支援通所事業 ( 至誠デイケアセンター )
通所介護（至誠デイケアセンター）
訪問介護（至誠ホームヘルプ）
訪問介護（コミホームヘルプ）
居宅介護支援事業（至誠）
保養ステイ事業（スオミ）
短期入所生活介護（キートス特養）
通所介護（キートスデイサービスセンター）
訪問介護（キートスホームヘルプ）
居宅介護支援事業（キートス）
自立者短期入所事業（キートス） 
通所介護（柏）
居宅介護支援事業（柏）
小規模多機能（ミンナ）
地域相談センター（ミンナ）
通所介護（もとまち）
居宅介護支援事業（もとまち）

	 578	(55)	 542	(56)	 5,543
	 0	(  0)	 0	(  0)	 0
	 31	 ( 1)	 24	(  1)	 74
	 574	(73)	 589	(63)	 5,427
	 100	(15)	 80	(15)	 939
	 0	(  0)	 13	(  1)	 51
	 8	(  1)	 0	(  0)	 68
	 772	(22)	 683	(22)	 7,138
	 948	(32)	 917	(32)	 8,387
	 736	(22)	 716	(22)	 7,060
	 114		  109		  1,070
	 24		  31		  126
	 639	(93)	 651	(87)	 6,370
	1,090	(35)	 975	(36)	 10,528
	1096.0	(25)	1010.0	(26)	 11,174.5
	 181		  179		  1,803
	 0	(  0)	 0	(  0)	 0
	 739	(11)	 697	(11)	 8,388
	 83		  81		  814 
	 614		  594		  5,318
	 209		  162		  1,787
	 535	(  9)	 485	(  8)	 5,396
	 53		  51		  570

錦
ブ
ロ
ッ
ク

ス
オ
ミ
ブ
ロ
ッ
ク

キ
ー
ト
ス
ブ
ロ
ッ
ク

ミ
ン
ナ
ブ
ロ
ッ
ク

事
業
本
部

介護
保険

介
護
保
険

介 

護 

保 

険 

委託
事業

自主
事業

自主
事業

事　業　内　容 累計

※入居施設定員　至誠特別養護老人ホーム 150 名　至誠ホームキートス 70 名　　
　至誠ホームミンナ小規模特養 29 名　至誠和光ホーム 50 名　至誠ホームスオミ・ケアハウス 50 名
　至誠ホームスオミ・グループホーム 9 名　至誠ホームミンナグループホーム 18 名
※高齢者集合住宅シルバーピアしせい 15 戸　高齢者専用賃貸住宅「楽」７戸

至誠ホーム利用者状況   （平成22年12月１日〜23年１月31日）（ ）:実人数

介護
保険

委託
事業

ボランティア受入 / 福祉学習協力 状況

ボランティア活動状況  活動内容別

錦 地 区
幸 ･ 柏 地 区
国 分 寺 地 区
合 計

地区別
期間 平成22年度

12月〜１月
平成22年度

累計
	 1,288	〈47〉	 6,875	〈238〉
	 880	〈59〉	 4,250	〈162〉
	 85	〈  0〉	 661	 〈24〉
	 2,253	〈106〉	 11,786	〈424〉

ボランティア活動状況地区別

〈 〉は V 体験で内数

活動内容
期間 平成22年度

12月〜１月
平成22年度

累計
生 活 支 援
健 康 づ く り
生 き 甲 斐 支 援
地 域 支 援
行 事
事 務 等
ボ ラ ン テ ィ ア 体 験
 　　合　　計

	 582	 2,888
	 362	 2,195
	 892	 4,546
	 104	 556
	 134	 822
	 73	 355
	 106	 424
	 2,253	 11,786

委託
事業

自主
事業

一 般 ボ ラ
インターンシップ
ボ ラ ン テ ィ ア 体 験
実 習・ 研 修
体 験 学 習
見 学・ 視 察
ご慰問・ご招待

種類
期間 平成22年度

12月〜１月
平成22年度

累計

	 2,147 人	 11,362 人
	 0 人	 15 日
	 106 人	 424 人
	 171 日	 959 日
	 0 人	 428 日
	 9 人	 312 人
	 0 件	 3 件

介護
保険
委託
事業

介護
保険

12 月 １月

平
成
22
年
12
月
１
日
〜
平
成
23
年
１
月
31
日

CH
：
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
GH
：
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
自
主
研

：
職
員
自
主
研
修
会

　

12　
　

月

２
木　

な
ん
で
も
し
ゃ
べ
ろ
う
会（
キ
ー
ト
ス
）

３
金　

餅
つ
き
（
錦
）

４
土　

と
も
し
び
法
話
会
（
成
道
会
）
／
健
康

体
操
（
キ
ー
ト
ス
）
／
悠
遊
倶
楽
部
世

話
人
会
（
キ
ー
ト
ス
）

７
火　

自
主
研
：
フ
ィ
ラ
ン
ド
研
修
報
告

　
　
　

自
主
研
：
感
染
症
対
策
と
権
利
擁
護
研

修
（
キ
ー
ト
ス
）

９
木　

給
食
委
員
会
（
和
光
）
／
コ
ー
ヒ
ー
タ

イ
ム
＆
コ
ン
サ
ー
ト
（
ミ
ン
ナ
）

11
土　

幸
町
文
化
祭
作
品
出
店
（
キ
ー
ト
ス
）

15
水　

サ
ン
ク
ス
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
（
CH
）

16
木　

和
光
役
員
会
／
60
周
年
記
念
誌
PJ
／
ク

リ
ス
マ
ス
会
（
コ
ミ
）
／
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
（
ミ
ン
ナ
）
／
自
主
研
：

事
故
防
止
に
関
し
て
（
キ
ー
ト
ス
）
／

	

消
防
署
挨
拶
ま
わ
り
（
立
川
、
日
野
、

国
立
、
錦
町
、
高
幡
）

17
金　

ク
リ
ス
マ
ス
会
（
錦
）
／
望
年
会
（
和

光
）
／
職
員
忘
年
会

18
土　

ぷ
ら
っ
と
な
み
き
サ
ロ
ン
（
ミ
ン
ナ
相

談
セ
ン
タ
ー
）　

19
日　

お
も
ち
ゃ
図
書
館
（
キ
ー
ト
ス
）

21
火　

全
体
集
会
（
錦
）
／
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

と
運
営
推
進
委
員
と
の
合
同
忘
年
会

	

（
GH
）
／
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
錦
DH
）
／

ラ
ウ
ン
ジ
橋
本
（
キ
ー
ト
ス
）

22
水　

運
営
懇
談
会
（
CH
）

24
金　

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
（
ミ
ン
ナ
）

27
月　

も
ち
つ
き
（
GH
ハ
ー
モ
ニ
ー
）

28
火　

も
ち
つ
き
大
会
（
ミ
ン
ナ
）

　

１　
　

月

１
土　

新
年
祝
賀
式
（
錦
・
キ
ー
ト
ス
・
ミ
ン

ナ
）
／
新
年
萌
黄
色
の
集
い
（
CH
）
／

　
　
　

新
年
祝
賀
会
（
GH
）

６
木　

な
ん
で
も
し
ゃ
べ
ろ
う
会（
キ
ー
ト
ス
）

８
土　
　

と
も
し
び
法
話
会
（
祈
祷
会
）（
錦
）

／
キ
ー
ト
ス
集
会
・
餅
つ
き
大
会
／
健

康
体
操
（
キ
ー
ト
ス
）

11
火　

ホ
ー
ム
委
員
会
・
給
食
委
員
会（
錦
特
）

／
自
主
研
：
安
全
衛
生
委
員
会　

腰
痛

予
防

13
木　

コ
ー
ヒ
ー
＆
コ
ン
サ
ー
ト
（
ミ
ン
ナ
）

／
腰
痛
予
防
体
操
講
座
（
キ
ー
ト
ス
）

14
金　

ど
ん
ど
焼
（
錦
）

15
土　

至
誠
ホ
ー
ム
家
族
会
幹
事
会
（
錦
）
／

ぷ
ら
っ
と
な
み
き
サ
ロ
ン
（
ミ
ン
ナ
相

談
セ
ン
タ
ー
）

16
日　

お
も
ち
ゃ
図
書
館
（
キ
ー
ト
ス
）

17
月　

食
事
懇
談
会
（
CH
）
／
ラ
ウ
ン
ジ
橋
本

（
錦
）／
自
主
研
：
感
染
症
対
策
研
修
会

　
　
　

／
幸
町
懇
談
会
（
キ
ー
ト
ス
）

18
火　

新
春
ク
ラ
ブ
発
表
会
（
錦
）
／
運
営
委

員
会
（
コ
ミ
）
／
新
年
会
（
錦
DH
）

19
水　

福
祉
相
談
日
／
ビ
ア
タ
イ
ム（
ミ
ン
ナ
）

／
新
年
会
（
錦
DH
）
／
第
三
者
評
価
利

用
者
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
（
キ
ー
ト
ス
）

20
木　

和
光
役
員
会
／
高
齢
者
施
設
福
祉
部
会

協
議
会
（
特
）

22
土　

介
護
予
防
教
室
（
も
と
ま
ち
）
／
立
川

市
委
託
介
護
者
教
室
（
キ
ー
ト
ス
）

25
火　

立
川
市
包
括
運
営
協
議
会（
キ
ー
ト
ス
）

26
水　

和
光
集
会
／
運
営
推
進
会
議（
ミ
ン
ナ
）

27
木　

運
営
懇
談
会
（
CH
）
／
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ

ム
（
ミ
ン
ナ
）

29
土　

法
人
理
事
会

温
か
い
御
支
援
・
御
協
力
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
22
年
12
月
１
日
〜
平
成
23
年
１
月
31
日（
敬
称
略
）

①
金
員
の
部

蔵
多
得
三
郎　

斉
藤
泰
子　
　

嶋
﨑
和
雄

日
髙
郁　
　
　

下
東
玲
子　
　

三
橋
喜
久

林
幸
男　
　
　

佐
藤
耕
司　
　

吉
澤
新
助

橋
本
ラ
イ
ヤ　

あ
ゆ
み
の
箱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

11
件
（
延
２
６
２
件
）

②
物
品
の
部

文
化
・
芸
術
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
佐
藤
典
子

渡
邉
綾
子　
　

み
ど
り
の
会
堀
江
喜
代
子
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安
部
操　
　
　

岩
田
綾
子　
　

大
山
紀
子　

小
林
正
子　
　

小
林
好
子　
　

斉
藤
究　

高
橋
明
子　
　

高
橋
雪
子　
　

中
野
庸
夫　

花
房
孝
助　
　

広
木
か
ほ
る　

土
方
和
子　

師
岡
恵
美
子　

鷲
沢
芙
美　
　

黒
田
直
子

延
１
１
０
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ミ
ン
ナ
）

【
国
分
寺
市
】　

浅
見
有
美　
　

河
﨑
喜
代　

加
納
保
子　
　

笹
谷
信
子　
　

佐
野
文
子　

原
垣
内
和
加
子　

中
村
恭
子　

三
谷
雄
次　

中
村
啓
子　
　

【
他
市
】　　
　

洲
鎌
あ
か
り　

中
山
寛
子　

伊
藤
里
紗
子　

小
西
鮎
美　
　

小
山
鮎
美　

延
42
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
も
と
ま
ち
）

【
国
分
寺
市
】
国
分
寺
婦
人
Ｖ
グ
ル
ー
プ	

石
橋
幸
子　
　

神
原
亘
（
他
５
名
）

宮
田
美
代
子　

和
田
博
子　
　

丸
本
彩
乃

池
田
幸
子

【
他
市
】　　
　

飯
島
波
奈　
　

中
山
久
仁
彦

山
本
周
子　
　

吉
富
晶
子　
　

萬
由
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
43
名

（
２
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
〔
錦
〕

　

立
川
市
立
第
三
小
学
校
（
20
名
）

　

立
川
市
立
立
川
第
一
中
学
校
（
６
名
）

　

八
木
美
祐
希　
　
　
　
　
　
　
　

延
47
名

〔
キ
ー
ト
ス
〕　　

　

立
川
市
立
立
川
第
一
中
学
校
（
６
名
）

　

立
川
市
立
立
川
第
七
中
学
校
（
６
名
）

　

一
宮
将
紀　
　

近
藤
碧　
　
　
　

延
45
名

〔
柏
セ
ン
タ
ー
〕　

　

立
川
市
立
立
川
第
一
中
学
校　
　

延
14
名

〔
ミ
ン
ナ
〕　　
　

な
し

〔
も
と
ま
ち
〕　　

な
し

（
１
）
実
習
研
修

◎
社
会
福
祉
士

日
本
社
会
事
業
大
学
通
信
課
程　

加
々
美
俊

（
２
日
）

◎
介
護
福
祉
士

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
医
療
福
祉
専
門
学
校　

清
水

美
佳
（
11
日
）

福
祉
学
習
協
力

杉
田
文
江　
　

田
辺
泰
江　

中
藤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
代
表
小
川
治
代

立
正
佼
成
会
立
川
教
会　
　

田
沼
亜
矢
子

㈱
川
原
経
営
総
合
セ
ン
タ
ー「
ふ
く
ろ
う
会
」

事
務
局　
　
　

米
屋
㈱　
　
　

隈
本
江
美

立
川
老
人
ク
ラ
ブ
玉
水
会
会
長
木
下
衛

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
賢
治
の
学
校
自
由
ヴ
ァ
ル

ド
ル
ク
シ
ュ
ー
レ　
　

梅
田
会
計
事
務
所

㈶
報
知
社
会
福
祉
事
業
団  　
（
社
福
）
東
京

都
社
会
福
祉
協
議
会
東
京
善
意
銀
行　

㈱
三
菱
地
所
設
計
総
務
部　

㈱
Ｙ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

本
町
科
学
工
業
㈱　

昌
樹
寺
井
舟
哲
全

多
摩
信
用
金
庫
錦
町
支
店
支
店
長
長
友
真
樹

エ
コ
ア
㈱　
　

水
越
栄
子　
　

斉
藤
和
子

東
京
ガ
ス
㈱
都
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
部

形
如
式
典
㈲
代
表
取
締
役
杉
本
栄　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

26
件
（
延
１
０
７
件
）

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
１
）
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
錦
地
区
）

【
立
川
市
】
エ
ク
セ
ル
シ
オ　
　

菊
正
会　

錦
六
茶
友
会　
　

さ
わ
や
か
グ
ル
ー
プ　

ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
松
井
バ
イ
オ
リ
ン
音
楽

教
室　
　

す
だ
ち
の
会　
　

損
保
ジ
ャ
パ
ン

西
東
京
支
店　
　

談
話
室
ア
イ
ア
イ　

み
ど
り
の
会　
　

も
み
じ
会　

立
正
佼
成
会

立
川
教
会
婦
人
部　
　

朗
読
サ
ー
ク
ル
こ
え

相
田
茂
子　
　

麻
生
ミ
エ　
　

阿
部
志
げ
子

綾
部
勇　
　
　

安
藤
道
子　
　

井
澤
い
つ
よ

石
部
ト
ヨ
子　

磯
野
初
子　
　

岩
谷
淳
子　

及
川
悦
子　
　

及
川
清
一　

大
井
田
フ
サ
エ

大
倉
弘
子　
　

大
古
春
子　
　

大
澤
康
子　

大
島
昭
雄　
　

太
田
利　
　
　

小
川
隆　
　

奥
陽
子　
　
　

小
栗
カ
ツ
子　

尾
薗
栄
子　

小
俣
か
つ
江　

梶
浦
善
江　
　

加
藤
衣
子　

加
藤
清　
　
　

加
藤
典
子　
　

神
田
京
子　

神
田
ミ
ヨ　
　

木
村
玲
子　
　

久
保
田
友
子

蔵
田
郁
枝　
　

倉
本
恵
美
子　

黒
井
文
子

黒
岩
倭
文
子　

小
泉
喜
与
子　

近
藤
庄
司

近
藤
宣
子　
　

坂
本
美
智
子　

佐
々
木
慶
吉

佐
藤
美
智
子　

佐
藤
ゆ
か
り　

山
同
千
賀
子

篠
原
園
子　
　

篠
村
綾
子　
　

島
本
徳
恵　

下
東
玲
子　
　

下
山
静
子　
　

杉
田
幸
子　

鈴
木
恵
子　
　

鈴
木
敬
司　
　

鈴
木
幸
子　

鈴
木
文　
　
　

鷹
左
右
元
代　

鷹
左
右
清
道

高
田
和
彦　
　

高
橋
惠
美
子　

滝
下
敏
子　

田
中
千
秋　
　

田
中
千
尋　
　

田
中
由
紀
子

谷
口
幸
枝　
　

田
原
衣
子　
　

筒
井
常
雄　

遠
山
百
世　
　

戸
田
フ
ミ
子　

富
山
喜
久
栄

永
森
初
子　
　

永
山
幸
子　

那
須
ル
ー
リ
ー

似
内
フ
サ
エ　

野
口
初
子　
　

野
村
祥
子　

橋
本
ラ
イ
ヤ　

波
多
野
良
子　

初
沢
徳
己

初
沢
紀
子　
　

坡
場
雛
子　
　

古
谷
文
子　

細
川
光
子　
　

前
中
美
佐
子　

前
中
光
雄　

満
田
満
子　
　

宮
内
雅
子　
　

宮
下
皆
子　

百
瀬
千
枝　
　

安
ケ
平
金
造　

山
岸
國
麿　

山
下
記
代
子　

山
田
ハ
ル
江　

山
本
久
仁
子

米
山
勝
利　
　

和
田
恵
美　
　

和
田
由
杏　

渡
部
調
匡　

【
日
野
市
】
ウ
ケ
ホ
ア
ヘ
レ　

  

音
楽
ひ
ろ
ば	

池
田
貞
栄　
　

池
田
誠　
　
　

今
井
幸
子

岩
下
昭
子　
　

大
場
春
子　
　

大
林
め
ぐ
み

小
澤
洋
一　
　

勝
又
純
子　
　

金
尾
眞
砂
子

川
北
き
み　
　

小
塩
菊
子　
　

阪
口
満
里
子

須
山
ひ
と
み　

竹
内
美
幸　
　

直
井
節　
　

永
島
律
子　
　

西
垣
ま
き
子　

逸
見
洋
子　

宗
田
尚
子　
　

目
黒
美
知
子　

吉
﨑
武
子　

【
国
立
市
】　　

蔵
多
美
智
子　

国
生
友
子　

国
分
金
一　
　

澤
井
良
子　
　

末
次
亜
紗
美

温
品
典
子	

【
国
分
寺
市
】　

国
分
寺
婦
人
Ｖ
グ
ル
ー
プ　

安
齋
恵　
　
　

前
田
博
美

【
他
市
】 　

  

と
も
し
び
法
話
会　

聖
書
の
会

阿
川
聰
子　
　

市
川
り
か
子　

井
上
和
成

小
室
恵
里
奈　

佐
藤
寿
人　
　

白
沢
征
爾　

高
石
ふ
み
子　

富
永
美
紀　
　

中
財
真
紀

波
田
野
翔
太　

松
本
祥
枝　
　

横
山
久
子　

吉
岡
真
紀　
　

吉
岡
正
晶　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
１
１
５
６
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
コ
ミ
ホ
ー
ム
）

【
立
川
市
】　　

阿
部
志
げ
子　

磯
野
俊
雄

出
浦
美
代
子　

大
井
田
フ
サ
エ　

加
藤
清　

金
子
元
衛　
　

宮
下
皆
子

【
日
野
市
】　

小
澤
洋
一　
　
　
　
　

延
85
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
キ
ー
ト
ス
）

【
立
川
市
】    

音
楽
隊　

朗
読
サ
ー
ク
ル「
こ

え
」 　

お
も
ち
ゃ
図
書
館　

宮
シ
ス
タ
ー
ズ

荒
井
和
子　
　

生
澤
清
子　
　

池
田
三
郎　

稲
垣
明
子　
　

岩
田
綾
子　
　

潤
井
和
子　

遠
藤
真
美　

大
内
田
由
紀
子　

大
家
千
枝
子

大
森
千
代
子　

大
友
厚
子　
　

大
庭
文
子

小
熊
艶
子　
　

織
原
良
江　
　

及
川
宏
克　

加
賀
晴
子　
　

笠
間
久
子　
　

片
岡
廉
治

勝
又
か
づ
子　

金
森
耐　
　
　

金
子
幸
代

萱
生
佳
子　
　

河
野
美
和
子　

岸
み
つ
江　

菊
池
正
勝　
　

北
瀬
明
子　
　

木
村
浩
通　

絹
谷
光
江　
　

木
下
衛　
　
　

草
場
久
子　

小
町
志
帆　
　

紅
林
由
美
子　

黒
川
牧
子

黒
田
眞
知
子　

黒
野
一
十
三　

神
山
喜
久
江

笹
田
恵
子　
　

坂
口
洋
子　
　

櫻
井
百
合
子

澤
田
照
代　

三
中
西
博
介　

三
中
西
せ
い
子

新
林
春
子　
　

鈴
木
洋
子　
　

鈴
木
ト
シ
子

高
橋
ひ
さ　
　

高
橋
好
弘　
　

高
橋
征
子　

高
橋
明
子　
　

高
橋
貞　
　
　

高
橋
雪
子　

武
井
容
子　
　

竹
内
信
子　
　

田
中
真
知
子

田
中
清
子　
　

田
中
秀
穂　
　

田
中
美
智
子

田
邊
シ
ゲ
子　

辻
靖
子　
　
　

鶴
巻
清
子　

鳥
居
美
都
琉　

中
嶋
カ
ツ
子　

中
野
庸
夫　

永
沢
真
由
美　

成
田
綴　
　
　

服
部
ち
づ
子

羽
鳥
亜
矢　
　

羽
村
ミ
サ
子　

桧
原
菜
都
子

平
野
信
子　
　

藤
井
美
千
代　

別
府
ひ
ろ
子

丸
山
淳
子　
　

溝
口
礼
子　
　

宮
坂
一
栄　

宮
島
君
代　
　

持
丸
治　
　
　

持
丸
弘
子　

元
島
美
子　
　

桃
野
幸
子　
　

森
下
成
予

矢
島
由
美
子　

山
口
弘
子　
　

山
宮
久
美
子

結
城
早
苗　
　

横
川
澄
子　
　

和
田
靖
史　

【
国
分
寺
市
】　

伊
藤
美
代
子　

井
上
允
恵　

小
野
俊
雄　
　

小
野
千
代　
　

勝
倉
ナ
ホ
ミ

加
藤
康
子　
　

鈴
木
幸
子　
　

鈴
木
さ
や
香

鈴
木
小
波　
　

戸
口
道
夫　
　

中
山
淳
子　

藤
本
俊
郎　
　

藤
本
睦
代　
　

山
本
佳
子	

【
他
市
】　

ロ
ゼ
ラ
ニ
・
ウ
イ
ン
グ
ス

花
島
演
芸　

シ
ル
バ
ー
ベ
ル　

準
ち
ゃ
ん
の

歌
会　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
カ
リ
オ
ン

磯
崎
実　
　
　

磯
崎
友
和　
　

井
上
玲
子　

内
田
喜
美
子　

内
田
純
子　
　

大
橋
と
し
江

影
山
和
子　
　

児
玉
早
苗　
　

小
林
と
も
子

小
林
正
徳　
　

佐
々
木
染
子　

鈴
木
真
弓　

新
海
寿
美
子　

高
野
信
子　
　

高
橋
桂
子　

二
階
堂
と
み　

林
幸
子　
　
　

土
方
和
子　

肥
田
木
雅
子　

保
坂
栄
子　
　

宮
本
桃
子　

宮
本
桐
子　
　

山
越
美
津
江　

横
川
好
行　

横
川
澄
子　
　

若
山
千
恵
子　

渡
辺
保
子　

 

延
７
５
０
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
柏
セ
ン
タ
ー
）

◎
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修

井
口
智
子
・
田
尻
涼
子
・
島
崎
薫
・
大
谷
弥

生
・
江
畑
真
由
美
・
内
山
正
俊
・
原
田
和
幸

・
森
順
子
・
佐
藤
直
明
・
斉
藤
直
子
・
岡
本

正
樹
・
坂
本
佳
美
・
成
田
久
美
子
・
中
尾
悠

紀
・
若
色
美
智
子
・
中
井
恵
理
菜
・
岡
村
ひ

さ
え
・
鈴
木
嘉
彦
・
小
玉
康
洋
・
中
園
崇
志

・
成
田
真
也
・
亀
山
良
子
・
川
名
美
智
江
・

古
賀
悠
太
（
各
５
日
）

◎
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程

地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
２
名（
各
３
日
）／

ご
と
く
の
会　

４
名
（
各
１
日
）

◎
そ
の
他
の
実
習

明
星
大
学
大
学
院　

臨
床
心
理
実
習　

川
上

郁
美
（
４
日
）
／
立
川
市
立
看
護
専
門
学
校

５
名
（
各
４
日
）
／
滝
乃
川
学
園
成
人
部　

職
員
研
修
４
名
（
各
１
日
）

延
べ
１
７
１
名

（
２
）
体
験
学
習　
　

な
し

（
３
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ　
　

な
し

（
４
）
見
学
・
視
察

東
京
都
福
祉
保
健
局
高
齢
社
会
対
策
部
施
設

支
援
課
４
名
／
調
布
市
福
祉
健
康
部
小
林
正

人
課
長
他
２
名
／
青
山
一
丁
目
太
陽
の
会
3

名
　
　
　
　
　

計
９
名　
　
　

累
計
３
１
２
名

（
５
）
ご
慰
問
・
ご
招
待

　
　
　
　
　
　
　
　

計
０
件　
　

累
計
３
件
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老
化
や
病
気
に
よ
る
身
体
機
能
的
変
化
、
退

職
、
子
ど
も
の
独
立
に
よ
る
役
割
の
喪
失
、
家

族
や
身
近
な
人
と
の
別
れ
な
ど
、
高
齢
者
は
う

つ
病
に
か
か
る
要
因
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た

症
状
は
認
知
症
と
間
違
わ
れ
や
す
く
気
づ
か
れ

に
く
く
、
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
世
代
で
も
あ
り

ま
す
。
気
持
ち
が
沈
み
こ
ん
だ
り
、
憂
う
つ
や

悲
し
み
、
何
も
し
た
く
な
い
な
ど
興
味
、
感
情
、

意
欲
の
喪
失
が
長
期
に
亘
り
持
続
し
、
そ
れ
を

年
の
せ
い
と
放
置
し
て
い
ま
す
と
、
や
が
て
筋

力
が
低
下
し
、
立
て
な
い
、
歩
け
な
い
、
そ
し

て
寝
た
き
り
に
・
・
・
。
介
護
度
が
つ
い
て
か

ら
で
は
遅
い
と
い
う
こ
と
で
、
市
や
自
冶
体
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
で
は
色
々
な
予
防
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
寒
い
折
で
も
家
の
中
で
出
来
る
予
防

体
操
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
フ

リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
体
操
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

手
軽
に
出
来
る
軽
運
動
。
筋
肉
が
ほ
ぐ
れ
て
血

流
が
よ
く
な
り
、
筋
力
が
強
化
し
転
倒
予
防
に

も
な
る
、脳
の
支
配
領
域
が
大
き
い
手
を「
グ
ー
」

「
パ
ー
」
す
る
こ
と
で
脳
全
体
が
活
性
化
し
、
気

分
も
快
適
に
な
る
為
う
つ
予
防
と
う
つ
か
ら
認

知
症
に
つ
な
が
る
こ
と
を
予
防
す
る
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
体
操
』

（
筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
研
究
科
の
征

矢
英
昭
教
授
が
開
発
さ
れ
た
脳
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
）

あ
ま
り
一
度
に
長
い
時
間
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
一
日
の
中
で
、
自
分
の
都

合
の
よ
い
時
間
に
好
き
な
音
楽
を
取
り
入

れ
て
楽
し
ん
で
続
け
る
事
が
大
切
で
す
。

立
っ
て
行
う
こ
と
が
不
安
な
方
は
椅
子
に

腰
掛
け
て
行
っ
て
下
さ
い
。

（
国
分
寺
地
域
相
談
セ
ン
タ
ー
な
み
き　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
茂
子
）

立
川
市
北
部
中
さ
い
わ
い
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
０
４
２（
５
３
８
）２
３
３
９

立
川
市
に
し
き
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
４
２（
５
２
７
）０
３
２
１

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち
０
４
２（
３
０
１
）５
０
０
１

国
分
寺
地
域
相
談
セ
ン
タ
ー
な
み
き
０
４
２（
３
０
０
）３
７
０
２

「
体
操
で
う
つ
病
予
防
を
」

腕をひろげて
グー

手を胸の前で
パー

　膝を内側に
足は踵だけを上
げて交互に軽く
　ステップ

腰を左右に振る
『フリフリ』

　

本
年
の
３
月
を
も
っ
て
、
ホ
ー
ム
長
は
長
年
勤
め
た
立
教
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

福
祉
学
部
の
教
授
を
勇
退
さ
れ
ま
す
。
２
月
４
日
の
最
後
の
講
義
で
は
「
橋
本
正

明
の
歩
い
て
き
た
道
」
と
題
し
て
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
教
室
に
入
り
き
れ
な
い

ほ
ど
の
大
盛
況
で
し
た
が
、
ホ
ー
ム
で
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
多
く
、
講
義

を
聴
き
た
い
と
の
ご
要
望
も
あ
り
、
こ
の
た
び
、
そ
の
機
会
を
設
け
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

日　
　

時

平
成
23
年
４
月
15
日
（
金
）　

午
後
７
時

　

会　
　

場
立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
・
ア
イ
ム   

ホ
ー
ル
（
立
川
駅
北
口　

高
島
屋
北
側
）

　

内　
　

容　
「
橋
本
正
明
の
歩
い
て
き
た
道
」

　
　

＊
参
加
費
無
料　

先
着
１
０
０
名

申
し
込
み
先　

至
誠
ホ
ー
ム
統
括
事
務
局　
　

平
田
、
大
澤

　
　
　

電
話　

０
４
２
‐
５
２
７
‐
０
０
３
１　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
２
‐
５
２
７
‐
２
６
４
６

　

毎
年
至
誠
ホ
ー
ム
と
職
員
の
交
換
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
も
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
高
齢
者
財
団
か
ら
研
修
生
が
お
二
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

ミ
リ
ヤ
・
エ
ラ
ラ
ウ
コ
さ
ん　

女
性　

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

　

パ
イ
ビ
・
レ
ヘ
ト
ネ
ン
さ
ん　

女
性　

看
護
師

　

研
修
日
程　

平
成
23
年
３
月
12
日
（
土
）
〜
４
月
１
日
（
金
）

　

こ
の
期
間
は
、
至
誠
ホ
ー
ム
の
様
々
な
部
署
を
研
修
し
ま
す
。
お
二
人
に
と
っ
て
有
意

義
な
研
修
に
な
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
文
化

に
も
た
く
さ
ん
触
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
も
お
会
い
し
た
ら
気
軽
に
声

を
か
け
て
下
さ
い
。

　
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
の
紹
介
）

　
　

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
…
…
ヒ
ュ
ヴ
ァ
ー
・
フ
オ
メ
ン
タ

　
　

こ
ん
に
ち
は
…
…
ヒ
ュ
ヴ
ァ
ー
・
パ
イ
バ
ー　

　
　

あ
り
が
と
う
…
…
キ
ー
ト
ス　
　

さ
よ
う
な
ら
…
…
ナ
ケ
ミ
ー
ン

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

至
誠
ホ
ー
ム
長　

講
演
の
お
知
ら
せ

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
の
研
修
生


